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1. はじめに 

 カンボジアは国土面積の約 85％をメコン河流域

が占めている国であり1) ，メコン河による影響を大

きく受ける．メコン河下流域では毎年雨季に洪水氾

濫が起こり，広い範囲において浸水する．洪水氾濫

の正の側面としては地下水の涵養や農地の肥沃化が

挙げられるが，その一方で衛生状況の悪化が懸念さ

れている．カンボジアは首都プノンペンに人口が集

中しているため，衛生指標およびインフラストラク

チャー整備率でプノンペンと他の都市域・農村部と

の格差は大きい．農村部ではほぼ全ての家庭で井戸

や池，川などの表層水を飲料水や生活用水として利

用しているため，各地で水系感染症が蔓延している

という問題がある．本研究は現地調査によって得ら

れた大腸菌群濃度のデータを用い，季節間および地

域間で大腸菌群濃度がどのように変化するかについ

て調べ，考察を行う． 

2．対象領域 

 対象領域は首都であるプノンペンをほぼ中心とし

た 140km×110km の地域である．この流域は他のメ

コン河下流域と同様に熱帯モンスーン気候であり，5

月～11月が雨季，12月～4月が乾季である．また平

均年間降水量は約 1600mmである．  

3. 実測手法 

 実測は，雨季は 2004年 10月 23日(第 1回)，2005

年 9 月 19 日(第 2 回)と 2006 年 9 月 27，28 日(第 4

回)に，乾季は 2006年 1月 12日(第 3回)，2008年 3

月 11日(第 5回)に行った．計測は，モデルの検証用

に氾濫原において 8～20地点で簡易試験紙を用いた

培養法により 1地点当たり 3検体採取した．また大

腸菌群中に含まれる大腸菌の割合を測定するために，

井戸および表流水に関して第 3 回に 2 地点合計 13

検体，第 4回に 4地点合計 24検体，表流水に関して 

第 5 回に 7 地点 7 検体を MPN 最確数法試験によっ

て計測した．また，用いた検出キットは大腸菌群と 

同時に大腸菌も計測することが出来るため，大腸菌 

 

群数と大腸菌の関係を知るために用いた．簡易試験

紙により実測した地点を Fig.1 に，水サンプルを採

取した地点を Fig.2に示す． 

4.実測結果 

 簡易試験紙による実測結果を Fig.3 に，雨季乾季

別の大腸菌群濃度の変化を Fig.4に示す．また，MPN

最確数法による実測結果を Table.1に示す．簡易試験

紙による実測結果は 1地点で採取した 3検体の平均

値であり，雨季・乾季の全計測地点において大腸菌

群が計測された．また MPN 最確数法による実測結

果から表流水からは大腸菌群・大腸菌が共に検出さ

れた．井戸水からは検出されない地点も存在した． 

5.考察 

 Fig.3，Fig.4より，ほとんどの地点で雨季よりも乾

季において大腸菌群濃度が大きくなる．これは雨季

においては洪水氾濫の影響により水位，流速ともに

大きくなるため，大腸菌群は広範囲に分布するが，

乾季においては水位，流れの影響ともに小さいため，

大腸菌群はほぼ同じ箇所に滞留することによる．ま

た，雨季の大腸菌群濃度は地域間でそれほど差は大

きくないが，乾季においては大きな差が見られる．

この理由としては，実測地点の水の滞留の程度によ

る影響が考えられる． 

 また Table.1より，井戸水においては表流水と異な

り，汚染の程度は時期によらないものと考えられる．

しかし，井戸に関しては雨季・乾季ともに 1度ずつ

しか採水を行っていないため，断定することはでき

ない．また，雨季・乾季ともに大腸菌数は大腸菌群

数に比例して増加することがわかる． 

 相澤らによる研究2)によると，乾季には水位およ

び浸水面積の減少から大腸菌群が濃縮され濃度が大

きくなる．また雨季には氾濫域の拡大により大腸菌

群が広範囲に広がり，水系感染症患者が増加すると

いう結果が得られている．これは今回の実測データ

をもとにした検証結果とほぼ同じ結果であることか

ら，今回得られた結果の信頼性は高いと言える． 
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6.まとめ 

今回以下のような知見

・ 洪水氾濫により水

広範囲に分布し，

が増加する． 

・ 水位の低い乾季に

汚水が流れ込むた

が点在し，局所的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水

表

(川，氾

井

Fig.1 簡易

Fig.2 水サ

7-135 土木学会第63回年次学術講演会(平成20年9月)
 

が得られた． 

位の高い雨季には大腸菌群が

広域での水系感染症のリスク

は洪水氾濫後に残る池などに

め高濃度に汚染されたため池

に感染リスクが増加する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Table.1 MPN最確数法による大腸菌群・大腸菌数の実測結果 

平均(MPN/100ml) 
源 時期 

大腸菌群数 大腸菌数 

2006.09.27，28(第 4 回) 

7 サンプル 
6.6×103 4.6×102

2006.01.12(第 3 回) 

7 サンプル 
9.9×103 8.1×102

流水 

濫水，池) 

2008.03.11(第 5 回) 

7 サンプル 
4.3×103 1.0×102

2006.09.27，28(第 4 回)

17 サンプル 
6.5×103 4.2×102

戸 
2006.01.12(第 3 回) 

7 サンプル 
1.1×103 1.6×102
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Fig.3 簡易試験紙による大腸菌群数実測値 
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Fig.4 雨季の大腸菌群濃度と乾季の大腸菌群濃度の比較

青：第 3回

赤：第 4回

緑：第 5回
ンプルの採取地点 
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